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日韓学生フォーラム実行委員会 

日韓学生フォーラムと銘打ったこの試みは、ジャーナリストを目指す、日韓

の学生が集い、それぞれの問題意識を共有しながら、ジャーナリストとしての

視点を育んでもらおうと企画しました。去年秋に韓国ソウルで開いた第１回目

には、３０人あまりの学生が参加しました。そして慰安婦問題など日韓の歴史

に関わる問題などについて考え、交流を深めました。 

第２回目の今回は、広島で８月の原爆の日に合わせて開くことになりました。

原爆投下から今年で７３年、被爆者の方々の平均年齢は８０歳を超え、その思

いをどのように継承していくかが、ますます重い課題になっています。一方、

昨年のノーベル平和賞は核兵器廃絶国際キャンペーン（ＩＣＡＮ）が受賞、国

連では核兵器禁止条約が採択されるなど、国際的な核廃絶への機運が高まる中

で唯一の被爆国、日本のスタンスが問われています。 

そして日韓の学生の共有する課題として今回は特に、韓国・朝鮮の被爆者の

問題についても、皆さんに考えてもらいたいと思います。 

「歴史」と「現場」が交錯し、同時進行している広島を皆さんが実際に見て

感じ、そして時間を遡る想像力を発揮して、これから目指すジャーナリストの

仕事への原動力にしてもらえたら・・・実行委員一同の願いです。 
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